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はじめに

　文学部グローバル英語学科では筆者が担当する必修科目の Listening II の授業で
CASEC（Computerized Assessment System for English Communication）を受講生全員に受
験させて、英語能力の判定と推移を確認するのに役立てている。CASEC は、財団法人
日本英語検定協会が基礎開発し、現在、旺文社グループの株式会社教育測定研究所が開
発・運営している、オンライン受験型の、英語コミュニケーション能力判定テストであ
る。0～1000のスコアで判定され、TOEIC のスコアとの間には高い相関関係があり、平
均試験時間は30～40分で、試験終了後すぐに結果が判るのが特徴である。
　また、本学科の学生は年に2回（7月と12月）に TOEIC を受験することが義務付け
られており、英語学習の成果を数値で可視化するだけでなく、次年度の習熟度別クラス
編成のための資料としている。
　本研究では CASEC スコアと TOEIC スコアを使って、全受験生の CASEC スコアから
TOEIC スコアを予測する換算式を求めるために、単回帰分析：CASEC 全体スコアから
TOEIC スコアを予測する単回帰モデルと重回帰分析：CASEC 各セクションスコアに基
づいた TOEIC スコアを予測する重回帰モデル（ステップワイズ）を作成し、本学科に
よりあてはまりのよいモデルの考察を行うこととする。

研究背景・方法

　株式会社教育測定研究所によれば、CASEC Total スコアと TOEIC（R）自己申告スコ

アとの相関係数は、0.84とのことであるが、実際に両試験を受験した本学科学生のス

コア（2011年～2015年：400人）を用いて、CASEC スコアと TOEIC スコアの相関係

数を求め、両者の関係を相関グラフ（散布図）を作成して確認する（図１）。

　相関グラフ（散布図）から直線に近似した分布が見られる上に、Pearson の相関係数
も0.775という比較的高い値を示すことから、本学科学生の CASEC と TOEIC 両者のス
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コアには高い相関が認められる。このことから CASEC スコアを用いて TOEIC スコア
を予測することは可能であろう。そこで先ず2011年から2015年までの５年間分全体の
スコアに基づいたモデルを考察し、さらに2011年から2015年までのそれぞれの年のス
コアに基づいた個々のモデルも順次検討することで予測モデルの変化とその妥当性も併
せて考察する。

図１：CASEC スコアと TOEIC スコアとの関係

表１：TOEIC スコアと CASEC スコアの相関
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単回帰分析モデル

　先ず2011年から2015年までの全てのスコアを対象にした単回帰分析の結果を示す（表2）。

この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 0.925×CASEC Score-25.873

　続いて、2011年から2015年までの各年のスコアを対象にした単回帰分析の結果を示
す（表3～表7）。

この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 1.017×CASEC Score-107.774

この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 0.916×CASEC Score-21.890

表2：2011年から2015年までのトータル

表3：2011年

表4：2012年
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この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 0.795×CASEC Score+65.095

この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 0.837×CASEC Score+22.245

この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 1.019×CASEC Score-60.114

表5：2013年

表6：2014年

表7：2015年
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重回帰分析モデル
　CASEC 全体スコアを用いた単回帰分析によって得られる TOEIC スコアを予測する式
はシンプルではあるが、より因子を増やした予測モデルを求めて、次に重回帰分析を試
みる。CASEC 試験は下記の4分野で構成されているので、それぞれのセクションのス
コアが TOEIC スコアを予測する際に、どれだけ重要な因子となっているのかを統計的
に有意な独立変数のみを投入するステップワイズ法を用いて重回帰分析を行う。

CASEC の各セクション内容；
Section1（語彙の知識：Voc）
Section2（表現の知識：Exp）
Section3（リスニングでの大意把握力：Listening）
Section4（具体的情報の聞き取り能力：Dictation）

　先ずは2011年から2015年までの全体スコアを対象にした結果から示す（表8）。

この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 0.966×Exp + 1.079×Voc + 0.947×Dictation 

+ 0.740×Listening -28.638

表8：2011年から2015年までのトータル
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　続いて、2011年から2015年までの各年のスコアを対象にした重回分析の結果を示す
（表9～表13）。

この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 1.577×Voc + 1.417×Exp + 0.659×Listening -
52.808

この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 1.320×Listening + 1.322×Exp + 0.832×
Dictation + 0.909

表9：2011年

表10：2012年
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この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 1.192×Exp + 1.182×Dictation + 0.801×
Voc -+ 70.001

この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 1.884×Exp + 0.921×Listening-+ 105.107

この結果から次の式が得られる；TOEIC Score = 1.492×Voc + 1.176×Exp + 1.522×Dictation 

-68.596

表11：2013年

表12：2014年

表13：2015年
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考察とまとめ

　単回帰分析によるモデルから得られた式とデフォルのベータの有意水準が５％以下で
あることを変数投入の打ち切り基準としたステップワイズ法を用いた重回帰分析による
モデルから得られた式を整理すると下記のようになる（表14）。

式のあてはまりの良さの程度を確認するために、それぞれのモデル式の調整済み R2 乗
の値を求め、表にして示す（表15）。

表14

表15
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　単回帰モデルと重回帰モデル共に2013年と2014年以外の年は Total を含め、調整済み
R ２乗の値はおよそ0.6前後に収まっており、式のあてはまりの度合いとしては良いと
言える。特に2013年の値が他の年により高いということは単回帰モデルと重回帰モデ
ル共に式のあてはまりがさらに良いということであろう。一方で、2014年の値が他の
年より若干低いということは単回帰モデルと重回帰モデル共に式のあてはまりが他の年
に比較して良くないということになる。
　さらに、重回帰分析モデルにおけるステップワイズ法によって除外された変数を除く
変数がどの程度 TOEIC スコアを有意に説明できるかを見るために標準化係数ベータを
表にして示す（表16）

　TOEIC スコアを予測するモデル式で、CASEC の４つのセクションすべてのスコアが
影響を与える因子となっているのは、2011年から2015年までのスコアを合わせた Total

のみである。数値的に特定の標準化係数ベータの値が突出しているわけではなく、４つ
の因子がほぼ均等に影響を与えている。同じ説明力をもつモデルであれば、説明変数は
少ない方がよいと一般的には言われているが、データ数との関連性ははっきりしない。
個々の年のモデル式を見ると、統計上で式のあてはまりが一番良い2013年のモデル式
では標準化係数ベータからはセクション３の Listening が影響を与える因子から唯一外
れているが、セクション２の表現の知識とセクション４の具体的情報の聞き取り能力の
二つの因子の影響が高いことがわかる。また統計上で式のあてはまりが一番良くない
2014年のモデル式ではセクション２の表現の知識が特に高い影響力を与えていること
になる。このように全体の Total 結果に比べて、年のよって TOEIC スコアを予測するモ

表16
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デル式の因子の変動が大きい理由を今後さらに調べる必要がある。
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